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Diamondback 360の切削効果の検討 

【背景】2018年 2月より Diamondback 360 Coronary Orbital Atherectomy System (以下 Diamondback)の臨床使用

が可能となり、石灰化病変に対する治療戦略の選択肢の１つとなった。しかし、新しいデバイスであり、従来より使用して

きた Rotablator(以下 Rota)との使い分けや安全な使用方法はまだ明確ではない。【目的】Diamondback と Rotaの切削

の違いを検討した。【方法】1.内腔１mm の石灰化モデルを使用し、切削方法、時間の変更に伴う内腔面積、径の変化を

OFDI にて計測。Diamondbackは 8万回転(以下 D8)、12万回転（以下 D12）で 1pass させた場合、同一箇所に停滞させ

た場合、前後に動かした場合、Rotaは burrサイズ 1.25mm を使用し、18万回転で 1pass させた場合、同一箇所に停滞

させた場合を比較した。2. 両者の wire bias を比較した。 【結果】1. 図１参照 2. 当日参照【考察】本研究結果及び

研究中の経験したことを踏まえ考察する。 

 

 


